
DANCHI



私たちは『自然にやさしい』　『人にやさしい』を企業
理念としています。それは即ち、自分たちの快や利を求
める豊かさよりも自然環境やお客さま、地域の方を大切
にすることを一歩だけ優先する『三方よし』の価値観だ
と言えます。
『いい社員が、いい仕事をして、いい会社になる』と

いう行動指針も、世間に貢献する会社であり続けること
を目的としています。

続けることの難しさ、それは支える社員一人ひとりの
スキルや品格だけではなく、人としての成長無くしては
実現できないものと感じております。
『ヒト』を中心として当社の価値を最大化するには、1

人のリーダーだけで現状を変えることはできません。社
員一人ひとりが、人として大切なことは何かを学び、信
頼や徳を身にまとうことで更に人が集まり、見えないと
ころもほんものになっていくものと信じています。正に
人的資本経営は経営者にとっても社員にとっても使命で
あると確信しております。

社
員
は
財

た
か
ら

、
会
社
は
公
器
、
ど
ち
ら
も
他
人
様
か
ら
の
預
か
り
も
の

代表取締役　小 川  勲

C o n t e n t s
● 会長ご挨拶 2

●特集１—“瀬戸内資源循環プロジェクト”始動 4
●特集２—海洋プラスチック問題に挑む国、ベトナムへ 5
● 企業理念・経営方針・行動基準・会社方針 6
● エコノス SDGs 行動宣言・SDGs 重点取組項目 7

●人的資本経営 8
エコノスグループ人権方針 9
人的資本経営の基本方針 10
人的資本経営における取組 11

● ECONOS SDGs 2030 VISION� 12
● 1. コア・コンピタンスとしての環境保全事業の強化
AQUA� 14
LOHAS� 16
RPF� 18

● 2. 地域と連携した環境教育活動の展開　人的資本経営の取組 
環境教育活動　 エコノスSEEDプロジェクト

❸ Integrity� 20
● 3. 働き方改革の促進　人的資本経営の取組

❶Well Being →We'll Being 22
❷DE & I 24
❸ Integrity 26
other 27

● 人材データ 28
● 地域貢献 CSR 活動 29
● 環境データ集� 30
● ダイイチ企業� 34
● オガワエコノスの沿革と概要� 36

2 ECONOS CSR,SDGs REPORT 2025 ECONOS CSR,SDGs REPORT 2025 3



ASEANへの進出

ベトナムに法人設立

ASEAN進出に向けて

海洋プラスチック問題に
挑む国、ベトナムへ
海洋プラスチック問題に
挑む国、ベトナムへ

特集
2

企業連携による新たなリサイクルモデルを実現

“瀬戸内資源循環プロジェクト”始動“瀬戸内資源循環プロジェクト”始動

特集
1

食品容器を再び食品容器へ

まずは、2025年にベトナム現地法人を設立し、古紙輸出（ベトナムへ）、機械設備輸入（日本へ）、現地日系企業支援などの
商社業務を進めつつ、現地企業と共同で、電気電子製品のリサイクルを推進する e-Waste 事業や燃料化の事業を企画してお
ります。更に SDGs など世界の潮流に沿った持続可能な社会の実現に向けて、ケミカルリサイクルの実装（油化事業）も検討
しています。

また、欧米からの継続的な情報収集や欧州等のグローバル企業との競争やルールメイキングも視野に入れ、企業理念（Think 
Globally, Act Locally）を基に現地に適した循環型経済への貢献を目指します。

将来的には、ベトナムの事業を基軸として、他の ASEAN 諸国への展開も図ります。

ベトナムでの事業計画

法人事務所設立

OGAWA ECONOS 
VIETNAM 
CO., LTD.

輸出
木質ペレット→日本へ

機械設備→日本へ

輸入
古紙→ベトナムへ

電気電子製品解体工場
e-Waste

金属
プラ

燃料工場
RPF、フラフ、タイヤチップ

油化工場

2025	 � 2030

高齢化や人口の減少により、日本市場
は縮小する方向にあると言われています。

一方で ASEAN（東南アジア諸国連合）市場に目を向けると、若年
層の人口増加に伴い内需の拡大が期待され、豊富な労働力を武器に
堅調な経済成長を続け、世界から直接投資が集まる魅力的な市場へ
と変化しています。

しかしながら、廃棄物処理やリサイクルの観点では、まだ十分と
は言えず、法整備と共に適正処理に向けて取り組みが始められた状
況です。振り返ると、日本も同様の歩みを辿っており、株式会社オ
ガワエコノスが、日本で培った経験が、お役に立てるのではないか
との想いから、ASEAN 進出を決意しました。まずは ASEAN の中で
も経済成長の担い手と期待されているベトナムに現地法人を設立す
ることに致しました。

ベトナムは、海洋プラスチック問題で世界４位に入るワースト国
に挙げられ、廃棄物管理が脆弱であり、他の国同様リサイクルの醸
成が求められています。現在、分別強化も含めた総合固形廃棄物管
理国家戦略が進められており、とりわけ拡大生産者責任（EPR）が
法令化され、包装資材などが2024年から、電気・電子機器も2025
年より対象となり、リサイクルの義務化が強化されています。

弊社は、電気電子製品の解体・分解は、25年以上、廃棄物の燃料
化事業も22年以上の実績を持ち、近年ではプラスチックのケミカル
リサイクルという新たな分野にも着手しており、その専門的な知見
を最大限に活用し、貢献してまいります。

瀬戸内資源循環プロジェクト
オガワエコノスは、使用済みプラスチック食

品容器の回収、再資源化、再生原料化、成形、
販売に携わる６社と連携し、スーパーマーケット
の店頭で回収した使用済みプラスチック食品容
器をケミカルリサイクルにより再資源化し、再び
プラスチック食品容器として再生・活用する「瀬
戸内資源循環プロジェクト」を共同で推進して
いきます。

使用済み食品容器を持続可能な水平リサイクルへ
「瀬戸内資源循環プロジェクト」では、これまで水平リサイクルが困難とされてきた色柄発泡容器（PSP）や透明容器（OPS）

を含む使用済みプラスチック食品容器を対象に、回収から高度選別、ケミカルリサイクル（熱分解による油化）、石油精製、
スチレンモノマー化、さらにケミカルリサイクル由来ポリスチレン樹脂（マスバランス方式）の製造と成形品の販売までを一
貫して行う水平リサイクルループを構築します。これにより、持続可能な循環型社会の構築を目指します。

また、瀬戸内エリアで使用済みプラスチック食品容器を回収・選別し、油化ケミカルリサイクルにより再資源化した原料を
活用する地域循環型リサイクル・原料調達スキームであり、再商品化された製品は、地域を越えて全国へ展開され、環境負荷
低減に貢献します。

環境課題は対策から成長戦略へ
「瀬戸内資源循環プロジェクト」は、これまでリサイクルが困難だった多様な食品トレーを対象にケミカル

リサイクルを通じて何度でも繰り返し使用できる資源循環を実現する新たなビジネススキームです。
言い換えれば、お客様と共にモノづくりのサプライチェーンをゼロから作ることです。

お客様は環境課題に対して対策（コスト）ではなく、成長戦略（利益）として捉えられ、使用
済みのプラスチック資源を活用した再生商品の販売拡大を計画されています。

オガワエコノスは、モノづくりの一翼を担うのです。
弊社に求められるニーズは資源の安定した質と量の供給となります。私たちはこれまでの適正

処理や資源有効利用の観点を基盤として、安定供給の仕組みを構築するとともに、今後新たに創
出されるサプライチェーンに弊社の存在価値を見出していけるよう積極的に展開して参ります。

瀬戸内
資源循環
プロジェクト

広島県福山市

小売店舗

株式会社ＣＦＰ
岡山県笠岡市

旭化成アドバンス株式会社
熱分解油のオフテイク石油精製接続

太陽石油株式会社
愛媛県今治市
熱分解油からの分留・基礎化学品製造

熱分解による油化

旭化成株式会社
岡山県倉敷市
基礎化学品から
スチレンモノマー製造・供給

ＰＳジャパン株式会社
岡山県倉敷市
ポリスチレンなどの
製造・供給

シーピー化成株式会社
岡山県井原市 
再生樹脂を用いた食品容器の製造

連携企業

資源循環性を担保する手法の違い
項目  マスバランス方式 セグリゲーション方式

原料の管理 混合して生産後、量を割り当てる 特性ごとに物理的に分離・
管理する

生産設備 既存の設備をそのまま活用できる 分離・管理のための専用の
設備や場所が必要になる

特徴 効率性とコストメリットが高い 原料の追跡が容易で、特性
が明確になる

マスバランス方式とは、
リサイクル原料とバージン原料が混在する生産工程にお
いて、投入したリサイクル原料の量に応じて、製造され
た製品の一部に「ケミカルリサイクル由来」であると割り
当てる管理手法です。これにより、製品を物理的に分離・
管理することなく、リサイクル材を効率的に活用すること
が可能になります。信頼性を担保するため、本認証など
の第三者認証の取得が普及してきています。

水平リサイクル
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3SDGs に取り組み　世のため　人のため　社会のために

エコノスグループのプライドを持って考動しよう

地球環境を考えながら、足元の小さなことから始める

それが、Th ink  G loba l l y , ｠Act  Loca l l y

株式会社オガワエコノスは、“Think Globally, Act Locally”を行動指針として、
企業理念であるエコロジーをテーマに地域社会と地球の未来に貢献する

「自然にやさしい」「人にやさしい」会社を実現するべく積極的な活動を行います。

「買い手よし」「売り手よし」「世間によし」の三方よしを基本原則として
企業の社会的責任を果たして、お客様に満足から感動してもらえる会社・社員に成長しよう

“良い社員” “良い仕事” “良い会社”にするために“品質” “品格”を高めて
世のため　人のため　社会のために役立とう

お客様目線で物事に対応・解決するためには、
謙虚と感謝と学ぶ心をもって“社員力”を向上させよう

1

2

3

ECONOS
Philosophy

経 営 方 針

企 業 理 念

エコノスSDGs行動宣言

行 動 基 準

会 社 方 針

いい社員  会社と仕事に誇りを持ち、仕事に喜びや楽しみを見出そう。

いい仕事  お客様に喜んでいただく為にはどうしたらいいか、考え行動しよう。

いい会社  地域や社会から、任せて安心オガワエコノス、と言って頂ける会社になろう。

①RPF（石炭代替燃料）製造による環境配慮型非化石エネルギー利用の
促進、②適正処理によるリサイクル率の向上、③水環境を維持し、河川海
洋の汚染防止を事業として、地域の環境保全活動を積極的に行います。

コア・コンピタンスとしての

環境保全事業の強化

地域・行政・学校等との連携により、『見る、する、考える』環境教育活動（エ
コノス　SEED プロジェクト）を展開し、『地域や地球の環境保全を推
進する人財』の育成を通して、継続的に社会貢献活動に取り組みます。

地域と連携した

環境教育活動の展開

働き方改革を進め、①コンプライアンス整備によるガバナンスの構築、②
アライアンス強化による働きやすい職場環境づくり、③社員がリライアン
スを背景に自己実現や社会貢献を通して『いきがい』を持ち、社会から
信頼される『いい会社』へ成長していくことを目指します。

働き方改革の促進

SDGs重点取組項目

オガワエコノスは“Think Globally, Act Locally”を掲げ、
『自然と人にやさしい会社を実現する』という理念のもと、
適正処理、高品質の事業活動と社会貢献活動を通じて、

SDGs の達成に貢献し、地域社会とともに持続的に成長していくことを目指します。
 2020 年 1 月 1 日　代表取締役　小川　勲
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